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Per とそのアレン基を改変した 5種類の Per 類縁体の電場変調吸収分光測定を行い、その結果を比較










お よ び 非 線 形 ） を 実 施 す る こ と に よ り ， 以 下 の 事 柄 を 明 ら か に し た 。 (1) 
2-(all-trans-retinylidene)-indan-1,3-dione (C20Ind)のフェムト秒およびサブマイクロ秒時間分
解吸収分光測定により，カルボニル含有カロテノイドの SICT状態形成とポリエン骨格に対するカルボ
ニル基の立体配座の関係を明らかにした。さらに，C20Ind のジカチオン状態および 1nπ*状態の新規
生成経路を発見した。(2)ペリジニンを化学修飾した５種類のアナログ体試料に対して，電場変調吸
収分光測定を行い，ペリジニンの持つアレン基が SICT状態生成のための電子供与基となっている事を
示す実験結果を得た。これらの成果は，アナログ体試料を測定対象とすることによってのみ達成可能
であり，複雑な化学構造を持つカルボニル含有カロテノイドの光物性を，その部分構造を簡略化する
ことにより，要素還元的に明らかにすると言う極めて有効な方法論を確立したことを示しており，研
究の質・量の両面において高く評価される。以上を踏まえ，学位論文審査委員会は，本論文の審査な
らびに最終試験の結果に基づき，博士（理学）の学位を授与する事を適当と認める。 
